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粘着固定マット(プロセブン)(4枚 )
5cm X 5cm

本体
「トイレスタンバー』型番SBT-01

C)付属の「粘着固定マット(プロセブン)」を
表面シートをはがしてスタンバーの底板裏面、

図のように貼ります。

② スタンバーをl吏用個所に軽く置き、

位置を調整します。

個)上から押さえて圧香して下さい。 ※粘着固定マットの 粘着力は強力です。クッションフロア

や合板など製品強度が弱い場合、破損する可能性があり

ます。また、設置面の塗装が弱い場合は塗装がはげる場合

があります。設置面床材の製品強度が弱い場合は床材が

破損する可能性があります。粘着固定マットの使用に

関して発生した破損などの事故などに対しては一七刀

責任を負う事が出来ません。

<取外し時は、設置物をゆつくりひねりながら外して下さい>

スタン |よ

横か 力を力口 ると転側する恐れがあります
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上から押さえるようにご使用ください。

ご注意 :本製品及び本書はミライズ株式会社の著作物です。したがつて、本製品及び本書の一部または全部を無断で 苓 ЧREX"株 多く会社
複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。
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使用上の注意をお守りの上、安全にご使用ください。

|力0掛け方|
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スタンバーは
水タンク、粘着固定マット(プロセブン)使用時ともに

横から力を加えると転倒する融れがあります

上から押さえるようにご使用ください。

辞鷹01常声|

スタンバーは移動できますが、段差のあるところ

でのご使用はおやめください。また凹凸のある

床面、斜面、水に濡れる外部や浴
~釜
、高温多湿

の場所でのご使用はおやめください。

日
,Eとヽ

×
r

υ

υ

【l

0

XX×

歩行の夕方げになりますので

スタンアヾ―の上に物を置いたり

桂卜けたりしないでください。

小さなお〒様が

スタンバーで遊んだり

しないようにしてください。

ガ

不当な修理・分解・改造は

しないようにしてください。

これらの使用上のご注意をお守りいただけなかつた場合は、安全性に関して当社では責任を負いかねますので、

その旨をご了承ください。

ご注意 :本製品及び本書はミライズ株式会社の著作物です。したがつて、本製品及び本書の一部または全部を無断で 響 ¶Rヨ疋
韓

株式会社
複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。
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粘着固定マット(プロセブン)取外し方法

α)スタンバーを取外す場合「粘着固定マット(プロセブン)」と設置物の間に空気が入ると
はがれやすくなります。

先にスタンバーと粘着固定マットの間を取外し、 次に、粘着固定マットを
はがしとるほうが床に傷がつきません。

(プロセブンホームページの取外し方も参考にご莞ください

http://www.pro-7.co.ip/product/manua1/)

② ますスタンバーを上音B後アjに持ち上げるようにしながら水で濡らしたプラスチックのへら

などをマットとスタンバーの間に入れ、徐′マに空気を入れていく要領でゆつくり取外して下さい。

(一人では難しいので安全のため二人以上で作業してください。)

t ※ 設置物をゆつくりひねつて取外して下さい。

水で濡らしたプラスチック製へら等

個)床に残った粘着固定マットをゆつくり上にSIき上げるようにはがします。
このとき互いにマット同土がくつついてしまうと引きはがしにくく、

再利用が難しくなります。

ほこり等がついて粘着力が弱くなつてきたときには水洗いをすると回復します。

屋内使用時耐久性・・・約5～ 7年 (メーカー′ム｀表 lttL)

△ 設置面の塗装等が弱い場合は、塗装がはげる事があります。
設置面床材の製品強度が弱い場合は床本オが破損する可能性があります。

粘着固定マットの使用に関して発生した破損などの事故などに対しては
t

一切責任を負う事が出来ません。

※ 別売りで空気圧式マット取外し具もございます。

(取外し具を差し込むために粘着マットF口]に 20cm程 度の隙FD]を
残しておく%要があります。)

約17c ポンプを押して袋に空気を入れてスタンアヾ―を浮かせます。

t

ご注意 :本製品及び本書はミライズ株式会社の著作物です。したがつて、本製品及び本書の一部または全部を無断で
複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。

輯 Чにコビ株二式会社


